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皆さんは日々学校で校則を守り学校生活を送っています。中には、「なぜこんな面倒く

さい校則があるんだろう」「こんな校則廃止してしまえばいいのに」と思いながら生活し

ている人もいると思います。そこで、なぜ校則が必要なのか考えてみたいと思います。                         

                             

学校の規則、つまり校則には、様々な意義があります。以下主な意義を挙げます。 

 

１ 教育環境の整備 

校則は、皆さんが安全で整った環境で学ぶための基盤を提供します。規則があることで、

教室内外の秩序が保たれ、学習に集中しやすくなります。     

２ 社会規範の学習 

 学校は社会の縮図です。校則を守ることで、皆さんは将来的に必

要となる社会のルールやマナーを学びます。これにより、社会に

出た時の適応能力が養われます。 

３ 人格の形成 

 規則を守ることは、責任感や自律心の育成につながります。皆さんは校則を通じて、自

分の行動が他人に与える影響について考える力を身につけ、社会性や協調性が育ちます。 

４ 安全の確保 

 校則は、学校の安全性を確保するための重要な手段です。例えば、校内での危険行為を

禁止する規則や、交通ルールを守るよう指導することで事故やトラブルを未然に防ぎま

す。学校は、安心・安全な場所でなくてはなりません。 

５ 学業への専念 

 学校生活の中で、学業に専念できる環境を提供するために、服装や持ち物に関する規則

が設けられています。これにより、ファッションや物質的なことにあまり気をとられる

ことなく、学習に集中できるようになります。               

６ 一体感の醸成 

 共通の規則を守ることで、皆さんの間に、一体感や連帯感が生ま

れます。制服やクラス T シャツの着用などは、その一例であり、

同じ学校の一員としての自覚を高めます。 

７ 問題行動の予防 

 校則は、問題行動の未然防止にも役立ちます。例えば、いじめや暴力行為を防ぐための

規則を設けることで、トラブルを未然に防ぎ、安心して学校生活を送ることができます。 
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